






































































































































































































































































































































































資本金1200万元の規模に達した。アメリカの哲学者エマソン （Ralph Waldo Emerson） の
友人のソロー （Henry David Thoreau 1817–1862） がかつてある本に次のように書いてい
る。アメリカの鉄道のすべての枕木の下にアイルランド人の死骸が横たわっていると。そ
こで，私は日本工場のすべてのスピンドルに中国奴隷の魂の叫びが宿っていると連想する。
　「一二八」戦争後，彼らの政策がまた変わった。その特徴はほかでもなく，もっぱら労働
強化だった。統計数字もこの四年間におけるスピンドルと織機数の増加と労働者数の減少
を表している。しかし，減少後の労働者の中にあっても，包身工の占める割合は劇的に増
加しているのである。たとえば，楊樹浦にある某工場のスライバーの34人の女工のなか，
包身工は24人いる。全般の割合もこれとほぼ同じである。たとえ包身工の数を低くみて，
女工の半数を占めているとすれば，上海にある三十の日系工場で働く四万八千人のなか，
工場と帯工のために働いている包身工の総数は二万四千人以上もいるのである。
　科学的な管理と機械の改良で粗紡では一人の人が一台から一列を見るようになり，精紡
では以前の一人が三十木管（1木管にスピンドル8個）から百木管を見るようになった。機
織りでは以前は一人の人が五台の織機を見ていたが，今は20―30台に改められた。表面的
には加工量によって労働が評価される，つまり，生産量を増やせば給料も増えるように見
えるが，実際はそう簡単ではない。工賃の単価がこの何年間で半分近く減った。粗紡の場
合，以前は1「亨
ヘン
司
ス
」（840ヤード）単価8銭だったのに，今は4銭もない。だから，一人の
人が一台の機械を使い12時間働いた場合，以前なら8「亨司」を加工して6角4銭が稼げた
が，今は二台の機械を使い16「亨司」を加工しても工賃が4角8銭にすぎない。包身工に
とって，給料の増減は自分たちに関係ない。とすれば当然，搾取された分は直接に帯工
の帳簿の収入減につながる。
　二粥一飯，十二時間勤務，労働強化，工房と帯工の家に対する無償労働，豚のような生活，
土のように踏みにじられている。血肉でできた「機械」はとうとう鉄鋼で作られた機械に
及ばず，包身契約書には三年間と明記してあるが，満期まで働けるものは2/3にも満たな
い。働きに働いて，歩けなくなるまで衰弱してもやはり働かなければならない。手足は芦
の茎のように痩せこけ，体は弓のように曲がり，顔色はまるで死人のようである。咳き込
み，喘ぎ，冷や汗を流し，それでも，働けと迫られている。葦
ルー
柴
チャイ
棒
バン
を例にしてみよう，彼
女は体が怖いほど痩せていて，仕事が引けるとき，工場の入り口にいる「抄
チィオ
身
シン
婆
ポー
」（女工の
体を探って検査する女）が彼女の体を手で触りたくないぐらいだった。
　「彼女に紐を巻きつけてあげよう，ドクロみたいで，彼女の骨を触ると夜怖い夢を見る
包 身 工
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よ。」
　しかし，帯工は怖い夢なんか恐れない。ある人が彼女のことを醜くてみっともないと思
い，「善行を積むと思って，彼女を放したら」と彼女の親方に言った。
　「放す？ いいよ！ 二十元と二年間の飲食代，宿泊費を返してくれれば。」
　「金を返してくれなければ，夢みたいなことを言うな！ 棺桶代をつけてもいいから，死
ぬまで働いてもらう。」
　葦柴棒の現在の日当は三角八銭で，去年の三角二銭を平均値として計算すれば，二年間
で帯工は彼女の稼ぎ二百三十元を手にしている。
　もう一人，名前が思い出せないが，彼女はこのような生活に耐えられなくなり，いろい
ろと考えた結果，午前の十五分間の休みにこっそりと夜間学校で勉強している外の労働者
に頼んで両親に手紙を書いてもらった。切手代もたぶん彼女に同情したあの女工が出した
と思う。一か月過ぎても返事が来ない。彼女は焦りはじめた。ひょっとして父が上海に迎
えに来てくれることを望んでいた。
　しかし，返信は帯工の手に握りつぶされてしまった。仕事から帰ってくると，帯工と二
人の雑役が入口に立っていた。凶悪な顔をした帯工が一歩前に出て，思いきり彼女の髪を
つかみ，蹴り，殴り，投げ飛ばし，はっきり聞き取れないぐらい嵐のような罵声が浴びせ
られた。
　「この売女奴，よくもやってくれたな。おれの田舎での道を断たせる気か！」
　「豚奴，一日三食，食べ過ぎてバカになったか！」
　「殺すぞ，見せしめにするぞ！」
　「誰に書いてもらったか，言え！ 言え！」
　鮮血と悲惨な叫び声が工房中の人々を怯えさせ，皆がふるえている。全くのみせしめで
ある。殴り疲れた後，かみさんの屋根裏部屋に吊るされた。その晩，工房中はその子の息
も絶え絶えな呻き声のほかは何の音も聞こえなかった。真っ暗な闇の中，千人近くの奴隷
たちは息を殺し目を見張って自分たちの運命を嘆いていた。
　人間の体は時にはまったく不思議なものである。丈夫そうで肉つきの良い体をしていて
も麻の茎が簡単に折れるようにいとも簡単に死んでしまうことがしばしばある。が，葦の
茎のように痩せこけた葦柴棒のような者が意外に一日また一日と耐えていくのである。い
つ死んでもおかしくない躯体が，そこで粘り強く我慢している。二粥一飯，騒音，埃，湿
気のなかで十二時間も働く。黙々と規則のある反復をしている。この反復は彼女の皮膚と
骨に残存する血の最後の一滴を絞りきるまで続いていく。
　この小娘を飼養して利益を貪る制度を見て，私は思わず幼いときに見た鵜飼船のことを
思い出した。カラスのような変な格好をしている鵜が舷側に一列にとまり，その足は紐で
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縛られている。水に潜って魚を取った鵜が船に戻ると，船主は鵜の首を軽く押さえ，魚を
吐き出させるのである。吐き出したら，また水に潜り，また吐き出させられる。鵜は一日
中魚を取り，その魚を売って得た金は船主のものになる。しかし，子供だった私たちから
見て，船主はべつに鵜を虐待しているわけでもない。なぜなら，船主は鵜を飼育している
し，おなかいっぱい食べさせているからである。しかし，今この関係が人と人の間に転用
されたとき，そのもっとも基本な施しさえも存在しなくなった。
　このおびただしい数の被飼養者には光もない，熱もない，希望もない，……法律もない，
人道もない。そこにあるのは二十世紀の爛熟した技術，機械，制度，およびこの制度のも
とで忠実に働く十五， 六世紀封建制下の奴隷だけである。
　暗い夜，静寂で，死んだような長い夜。表面上，ここにはまだ自覚も団結も反抗もないが，
彼女たちは偉大な溶炉の中に置かれている。きらめく火花が時々彼女たちに降りかかる。
しかし，これらの強く抑圧され強く圧搾された生物には引火し燃焼する火種さえ消えてし
まったようだ。
　それでも，黎明の訪れが阻まれることはできない。ソローがアメリカ人に枕木の下に横
たわっている死骸に気をつけろと警告しているが，私も植民主義者にスピンドルに呻く魂
の叫びに気をつけろと警告したいのである。
注
①．日本
②．正月に入口の両側に掛ける対句のような詩。
③．古代に現れた自然現象や世間の様子を占う象徴的な意味を持つ符号。
④．1925年5月上海内外綿紡績会社がストライキの労働者を鎮圧し，リーダの顧正紅を殺害した事件で
ある。
⑤．顧正紅事件後，上海でさらなる大規模なストライキと抗議行動が発生し，大規模な鎮圧により死者
13人が出る惨事になった。
⑥．上海にある外国系銀行と企業はインド人の警備員を雇っていた。
⑦．派閥間の紛糾を解決する方法である。
